
519脊椎脊髄　VOL.　35　NO.　8　2022 年 8 月

　脊椎脊髄疾患の病態を考えるうえで静的因子のみならず動的因子の関与を念頭
に置いておくことは非常に重要で，ましてや，この問題は脊椎脊髄疾患の外科的
治療を担う医師にとっては一丁目一番地かもしれません．しかし，本特集内でも
紹介されているように脊椎のキネマティックスの解析などはどんどん発展してい
る反面，実際の臨床現場の病態解析では従前の MRI にアクセントが置かれがち
で，動的因子はないがしろにされかねない状況です．そもそもMRIは仰臥位での
撮影が多いため，頸椎でも腰椎でも後屈位などでの動的変化は捉えにくいことが
多く，まして，立位など荷重下での把握も不向きな場合が多いです．このような
状況を鑑みますと，われわれ脊椎脊髄外科医はあらためて，動く臓器である脊椎
の中にいる脊髄・神経を再認識し，これまで以上に念頭に置きながら臨床に臨む
ことが望まれると考え，本特集を組んでみました．
　まずは内角久明先生に，脊椎の中の脊髄や神経にとっての周囲組織とのイン
ターフェース（固定装置など），さらには，これまであまり注目されていなかった
硬膜管の固定装置や脊椎外の軟部組織などの解剖学的および機能的役割を紹介し
ていただきました．続いて，頸椎レベルでは長本行隆先生に頸椎の最新で精緻な
キネマティックスのご紹介とその重要性，頸椎の instantaneous axis of rotation
などのお話，さらに原稿量を増やしていただき，その中の神経組織である脊髄の
状態の変化もご紹介いただきました．湯川泰紹先生にも無理なお願いをして二つ
の原稿にわたって腰椎のアライメント変化および可動域などの詳細な検討のご紹
介，および腰椎の中の馬尾のみならず脊髄終糸や脊髄円錐の変化についても，興
味深い臨床例も交えながらご紹介いただきました．脊椎から出た末梢神経は，四
肢および手足の動きに伴って移動（伸縮）することは広く知られているわけです
が，寺尾 亨先生には種々の絞扼性末梢神経疾患について日頃あまり触れること
がない動的要素の関係を踏まえながら，実臨床症例を紹介していただきました．
　本特集は，長い歴史を持つ脊椎脊髄ジャーナルでも前例のない特集ですので，
とっつきにくいものになっておりますが，「動く脊椎」をあらためて見直す機会に
なれば幸いと思っております．
　各著者の先生方におかれましては，日頃と違う切り口の原稿依頼にもかかわら
ず精力的にご協力をいただき本当に感謝申し上げます．さらに，企画・編集者側
の問題があり，ボリュームが縮小したうえ，刊行が遅れたことを深謝いたします．

脊椎の動きと神経の立ち振る舞い

特集にあたって

新百合ヶ丘総合病院脊椎脊髄末梢神経外科　谷　　諭
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